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2．大竹君の送別写真を会員一同へ進呈しました。

0本　日　の　卓　話　　谷　口　君

「新都市建設計画の背景について」

本年6月26日山形県新都市促進協議会が設立され、

米沢、山形、新庄、庄内の四地区を対象として、年

内に産業立地の調査が行われ、庄内地区については

さらに庄内分科会が設けられるとともに、中央の権

威者によって計画の 量．－てが行われることになった。

その背景をなすものは、わが国工業の驚異的な発展

が所得倍増の基盤をなしつゝも、京浜、中京、近幾

北九州の四大工業地帯の過度の膨張を招来して大都

市の行詰りを激化するとともに、低開発地帯との所

得格差を益々大きくしつつあり、これを打開するた

め、都市の分散、工業の適正配置と、低開発地域開

発の構想が経済企画庁、自治省、建設省、通産省等

で進められ更に今後、煮詰められ具体北されるであ

ろうが、低開発地帯の本県として最も将来性が期待

される庄内について、予め自主的な計画を策立して

東北地方における工業拠点として進出する受入態勢

を整備したいというものである。

〇二　コ　ニ　コ　籍

1・鷲田君1ヶ年無事会計を終え感謝して

2・当地西部地区にボーイスカウトの結成を計画して

居りましたが、ロータリアン並に地域の有志の協

力を得て去る16日、日本ボーイスカウト山形第51

回の結成を終りました。今後共よろしく。

3・張君安藤君の心尽しで源氏ホタルを東京の子供に

贈って誕生視に喜ばれたので有難う。

◎納涼ホタルだより－安藤君

1・拙宅は青竜寺川清流のほとりにありまして、毎晩

居乍ら源氏ほたるの飛び交うさまを眺めて涼をと

って居りますが、入院中のロータリアンに贈るべ

く・家族と近所にほたる狩りに出たところ、柳田

部落の森に数千匹のほたるが群をなして光ってい

る絶景を発見しました、時間は夜9時頃がいゝよ

うです。どうぞ夕涼がてら御家族連れで御出下

さい。

●18日間つづけて例会を休むことも出来ます

出席補填規定－（欠席した場合、その例会目から

かぞえて、前および後6日間に他のクラブに出席し

て、その欠席を補填することが出来る）－を上手

に活用すれば、18日間の長い間、全くロータリーの

顔を見ずにすごすことも出来ます。

これを7月のカレンダーで鶴岡RCの実際について

説明して見ますと、

☆7月4日（火）例会に出席し翌5日（水）酒田

RCで、次週11日（火）分を　make up　して

置く。

☆7月11日（火）と7月18日（火）の二度の例会

を休む。

☆7月24日（月）山形西RC、秋田東RC、東京

西北RC等月曜日例会の他クラブで前週18日（

火）の分をmake upする。

6日（木）から23日（日）まで18日間、全く例

会に出席しなくとも100％の出席をたもつこと

が出来ます。

なにも、休むことを奨励するわけではありませ

んが、make up　の困難な長期出張等には活用

出来、叉18日間も休むと却ってクラブの面々が

悪しくなり、或は良心的に出席義務に対する責

任観が新になり、欠席病の法療法ともなります
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